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 要  旨 
 
大規模並列計算機ネットワークは，飽和すると通信性能が低下する場合がある．
飽和後のネットワークに負荷をかけ続けるとルーティング自由度の高いルーティ
ングアルゴリズムは種類を問わず，スループットの低下が確認されている．我々
は，このスループット低下が，無故障・有故障，２次元・３次元トポロジを問わ
ず表れることを確認している． 
 理由としては，ルーティング自由度の低いルーティングアルゴリズムではパケ
ットのネットワークへの注入量がアルゴリズムによって限定されるのに対し，ル
ーティング自由度の高いルーティングアルゴリズムではパケット注入の機会が大
きいことが挙げられる．またネットワーク規模が大きくなるとパケットの平均転
送距離が大きくなり，中継ノード上のルータがパケットをルーティングする割合
が増え，受信パケット率が下がることによる．そのため，飽和に伴うスループッ
ト低下の防止が重要である． 
また，局所的な混雑が発生する通信パターンでは，最短経路ルーティングより
も混雑を迂回する非最短経路ルーティングの方が通信性能を改善することもあ
る．それにより負荷が分散され，飽和スループットが高まる場合がある． 
さらに，耐故障性のための動的ネットワーク再構成処理において，通信性能維
持とデッドロック防止のためのパケット排出（ドレイン），及び再送にはトレー
ドオフが存在し，ネットワーク状況に応じてパケットドレイン数を調整する必要
がある． 
ネットワークの飽和スループットは，パケットの注入量や通信パターン，さら
に故障状況によって異なる．そのため，パケット注入抑制のチューニングを飽和
スループットに近い点でルータが自動的に行い，良好な通信性能を維持する必要
がある．具体的には，各ノードのチャネル使用率の偏り，パケットのブロッキン
グ頻度の検出，故障情報を活用し，パケット注入抑制で，スループット低下を改
善する． 
本研究では定型ネットワークでの完全適応ルーティングに不定型ネットワーク
用のデッドロック回復機能を組み合わせた耐故障ルーティングアルゴリズム
Detour-UDを用いて，チューニングする手法を示す． 
 
